
認定理学療法士制度



臨床認定カリキュラム教育機関
→教育機関を全国から公募
→医療機関、養成校、士会等が多様な
組織が教育機関となる

→審査にて教育機関と認定する

認定理学療法士の取得

脳卒中認定理学療法士
教育機関

脳卒中認定理学療法士教育機関

脳卒中認定理学療法士教育機関

申請要件
１．指定研修カリキュラムの受講
２．臨床認定カリキュラムの受講

１）必須科目 ２）選択科目
３．日本理学療法学術研修大会の参加

申請

認定試験

合格

「日本理学療法士協会認定理学療法士認定証」を発行



・表記は、○○認定理学療法士とする。
・旧制度での領域は既存分野とし、現制度でも継続する。※基礎領域のみ廃止（専門理学療法士へ移行）
・分野の新規新設および統廃合は順次検討していく。

認定理学療法士の認定分野



科目群 コマ数（時間） 研修形式 主催

指定研修カリキュラム
12コマ

（18時間）
eラーニング 協会

臨床認定カリキュラム
（必須・選択）

必須15コマ
（22.5時間）

オンラインor 対面
（教育機関による）

教育機関
選択５コマ以上
（7.5時間以上）

日本理学療法学術研修
大会の参加※

全日程参加 各大会による

協会（都
道府県理
学療法士
会運営）

認定理学療法士 申請要件の詳細

※大会によって参加と見なされる要件を提示予定



科目名 コマ数 科目名 コマ数 科目名 コマ数

医療安全学：
医療倫理

１
チーム医療論

(ﾀｽｸｼﾌﾄ/ｼｪｱ含む)
１ 臨床推論 １

医療安全学：
医療安全管理

１ 相談・指導 １ 運動学習 １

医療安全学：
理学療法管理

１
認定理学療法士の役

割
‐科学と政策提言‐

１ 労務・職場管理 １

医療安全学：
感染管理

１ 医療面接 １
足病変予防の

理学療法
（共通編）

１

認定理学療法士「指定研修カリキュラム」科目名



科目名 コマ数 科目名 コマ数 科目名 コマ数

正常な構造・
機能と疾病の
基礎

１
脳卒中後の高次脳機
能障害に対する理学
療法

１
終末期における理
学療法 １

医学的診断と
治療介入

１
脳卒中後の活動・参
加制限に対する理学
療法

１
自立支援や疾病管
理の補助具．機器
とその活用

１

理学療法介入
の意義と理学
療法士の役割

１
早期離床と合併症予
防のための急性期理
学療法

１
発症予防、重症化
予防、再発予防 １

疾患によって
生じる障害と
その評価およ
び予後予測

１
機能回復と日常生活
活動自立に向けた回
復期理学療法

１
患者・家族教育の
意義とその方法 １

脳卒中後の運
動機能障害に
対する理学療
法

１
在宅生活の充実と社
会参加促進のための
生活期理学療法

１ 社会資源の活用 １

認定理学療法士「臨床認定カリキュラム・必須」科目名
（例．脳卒中分野）
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